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二つのシナリオ

WEO 2019 p. 79

現行政策シナリオ：2100年の気温上昇 3.2℃（66％）、2.7℃（50%）
SDシナリオ： 2100年の気温上昇 1.8℃（66%）、1.65℃（50%）

BECCSなし

36Gt

10Gt

IEEJ：2019年12月掲載 禁無断転載



WEO SDシナリオの評価

評価すべき点

• Negative Emissions無しで気候変動（パリ協定と整

合的）・エネルギーアクセス・大気清浄化のシナリ
オを構築

• 1.5℃を事実上排除（SDSは1.65℃－50%確率）

• 業種別の詳細な検討
発電原単位は475g (2018)→23g/kWh (2050)
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1.5℃の可能性（IPCC報告書との相違）

How much further can we go?

1.65℃ (50%)
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IPCC1.5℃特別報告書累計NE排出量
SR1.5（SDシナリオ）:Medianは420Gt（300）、2050年4.7Gt（0.25Gt）

SDで1.5℃には累
計で300Gt必要

NEなしは2シナリオのみ
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WEO 2019の評価

評価する点

• 上記を総合判断し、IEAは1.5℃シナリオではなく、
SDシナリオを設定した点評価（それでも厳しい）

• NEは種の多様性、食糧安全保障を害する怖れ

問題点 policy relevanceの立場から

• コスト無し（対GDP、炭素価格？）

疑問点と期待

• CCUSの中のUの貢献度は？

• 削減技術の詳細検討はETP 2020に期待
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お問い合わせ: report@tky.ieej.or.jp
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